
 

熱中症対策ガイドライン 
２０２５年  

競技運営委員会  

 

はじめに 
日本ライフル射撃協会競技運営委員会では、 
近年、夏季に開催される競技会における熱中症の報告が、ジュニア選手を中心に 
多数発生していることから、「熱中症対策ガイドライン」（更新）を策定しました。 

ガイドラインを活用し、基本的な熱中症の知識を備えたうえで、 
競技会運営の熱中症対策を行っていただきますようお願い申し上げます。 
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１．熱中症対策の基礎知識 

 
熱中症予防対策ページを 

ご参考に競技会運営体制をご準備ください。 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/nettyuu_taisaku/


 

２．熱中症対策について準備状況チェックリスト 
チェックシートを参考に、競技運営体制の整備をお願い致します。 

①発生時マニュアルの整備 

□連携機関の連絡先確認（警察、自治体、消防など） 

□責任者・担当者決定 

□発生時の連絡フロー作成 

□搬送ルート事前確認 

□医療統括本部の設置 

□医療チームの構成の確認 
 

□チーム役割分担の明確化（〇医師 〇看護師 〇輸送） 

□記録体制（救護記録）   

□給水・休息場所・救護場所の設置   

□救護所開設時間の設定 
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② 競技会会場整備・暑熱対策 

 

□銃器服装検査時の待機列を作らない（整理番号配布等） 

□冷房、スポット冷却器、扇風機の設置 

□日差しを遮り、風通しの良い環境（ｶｰﾃﾝ利用、窓解放） 

□施設（給水所、自販機、救護所）のわかりやすい表示 

□休息場所の設置、確保 

□ 飲料の確保、自販機欠品防止策 

□日陰の確保 

□暑熱環境の悪い場所の特定（日射・輻射・風通悪い） 

□暑熱環境データの収集と伝達・広報 

□暑さ指数基準値に応じた対応策 
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③ 選手の暑熱対策（推奨） 

〇防ごう熱中症 
fusegou_nechusho.pdf (japan-sports.or.jp) 

 

□試合日前後の睡眠・食事の管理（体調管理） 

□試合前の深部体温を下げる工夫 

試合前にアイススラリー（シャーベット状水分）の補給

掌の冷却 

□試合中のうちわ、扇子、ハンディファン等の利用 

□試合中の水分補給（冷却された水分推奨） 

□アイスタオル、アイスパック、氷嚢の利用 

□試合終了後は速やかに水分補給、薄着になるなどの対策 

 

※待機中の選手も同様に熱中症予防をお願い致します。 
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https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/supoken/doc/heatstroke/fusegou_nechusho.pdf
https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/supoken/doc/heatstroke/fusegou_nechusho.pdf


参考（日本スポーツ協会スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブックより） 
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参考（厚生労働省熱中症予防リーフレットより） 
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参考（厚生労働省熱中症予防リーフレットより） 
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